








　　　　　　　　企画講師／／山崎　晃資 先生／／


山崎　晃資　先生：目白大学人間学部子ども学科・大学院生涯福祉研究科 教授


                    臨床児童精神医学研究所 所長


小野　善郎  先生：和歌山県精神保健福祉センター 所長


川畑　友二　先生：クリニック川畑 院長


小倉　 清　 先生：クリニックおぐら 院長


下山　晴彦　先生：東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース 教授


中釜　洋子　先生：東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース 教授　　　     （ご出講順）





　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ご出講順）





講師ご紹介　　
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�
日　程�
時　　間�
テ 　ー 　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
�
11月


 13日


（土）�
13:00～14:30�
思春期の自閉症スペクトラム障害�
山崎　晃資�
�
�
�
14:40～16:10�
思春期の子どもの『問題行動』を考える�
小野　善郎�
�
�
�
16:20～17:50�
思春期症例の精神病理�
川畑　友二�
�
�
11月


１４日


（日）�
10:00～11:30�
思春期の精神病理とサイコセラピー�
小倉　 清�
�
�
�
13:00～14:30�
思春期の認知行動療法�
下山  晴彦�
�
�
�
14:45～16:15�
思春期の家族療法�
中釜  洋子�
�






厚生労働省協賛 第２５回思春期精神保健特別講座








今回の思春期精神保健特別講座では、久しぶりに「思春期の精神病理とサイコセラピー」を真正面から取り上げたいと思います。思春期症例の背景には乳幼児期からのその子どもの発達史と、子どもを取り巻く心理社会的状況の複雑な絡み合いによる症状形成過程があります。それぞれの時代的背景、下位文化、さらにはめまぐるしく変わる政治・経済状況の中で、子ども達はなにを訴えようとしているのでしょうか。臨床家には、思春期の子ども達とどのようにかかわり、彼らがあらわす問題行動からなにを学ぶことができるのかを真剣に問い直すことが求められています。


講師陣には、それぞれの領域の最前線で日々悪戦苦闘し続けている方々をお招き致しました。臨床場面における生々しい経験が率直に語られることと思います。この機会に一人でも多くの方々に参加して頂き、臨床の現場における悩みや苦しみを共有して頂きたいと思います。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 山崎　晃資 】


　　　　　　　　　　　　　　　　　





目白大学人間学部子ども学科 教授、臨床児童精神医学研究所 所長　　山崎 晃資














期　日	: ２０１０年１１月１３日（土）～１４日（日）


受講対象	：心理職・相談員・保健師・医師・看護師・教諭・養護教諭・スクールカウンセラー・保育士・


ワーカー・ＰＳＷ・ＳＷ・行政・司法など子どもの臨床にかかわる専門家、並びに大学院生・


大学生などこの分野に関心のある方


定　員	：１００名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１0,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　催　：財団法人　明治安田こころの健康財団


協　賛　 : 厚生労働省（申請予定）


会　場	：明治安田こころの健康財団2Ｆ講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


           　　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）





思春期の精神病理とサイコセラピー


　－子どもたちが求めているものは－














